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　第３回検討会を開催しました

自転車で繋ぐ町づくり検討会の第３回を、平成16年1月13日火曜日に千畑町役場にて開催し、地域
活性化施策や地域活性化基本方針について議論しました。

■　地域活性化の目標と施策の方向性

交流の促進交流の促進 生活の利便性向上生活の利便性向上 健康・教育の増進健康・教育の増進

優れた歴史・文化資源や自
然資源を活用した観光や余
暇・レクリエーションの振興

三町村を相互に連絡する地
域連携軸の形成（生活利便
施設のアクセス性向上）

各町村固有の文化の融合と
地域住民の教育･健康促進

• 三町村に点在する観光施設、
文化施設を自転車を活用し
て有機的に連携。

• 自転車を活用した市民参加
が可能なイベントレースを
展開し、圏外の参加者を集
うことで交流人口を増加。

・自動車・自転車・歩行者が
共存できる道路空間を形成。
・唯一の公共交通であるバス
と自動車、自転車等の交通
手段の乗り換え・乗り継ぎ
の利便性を向上。

・親子の思い出に残る各町村
固有の文化・教育・スポー
ツ施設の自転車周遊ルート
を形成。
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施策を実現するためには
『地元住民を中心とした管理運営団体の構築』

および『行政の支援』が不可欠

地域活性化に資する
実現可能な施策

■　地域活性化の基本方針

第２回の検討結果を踏まえ、３町村の地域活性化の目標と方向性を次のように考えました。

自転車を活用し、上記の地域活性化の目標、方向性を実現するための基本方針を検討しました。

ハード
施策

ソフト
施策

※ハード施策：
自転車道、標識な
どの「もの・かたち」
を整備する施策

※ソフト施策：
ルール、組織づくり
など「しくみ」を形成
する施策



★ご意見・お問い合わせは下記までお願いします。

　六郷町役場　企画課　
　〒０１９－１４０４
　秋田県仙北郡六郷町六郷字上町２１
　℡０１８７－８４－１１１１
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　当検討会は、六郷町、千畑町、仙南村の「自転車で
繋ぐ町づくり」を実現するために、地域の皆様のお考
えを十分に反映させながら、今後も検討を進めて参り
ます。
　第４回検討会後もニュースレターを発行させて頂き
ますのでよろしくお願い申し上げます。

　今後の方向性・お問い合わせなど・・・・・

第４回検討会（町づくりの具体化と実現方策）
・ロードレースコース及び観光周遊ルートの設定
・整備手法について
　　・社会実験について
　　・各種自転車利用施策について
・支援住民組織（案）の考え方

第５回検討会（町づくりの実行に向けて・・・）
町づくり方法を評価するための実証実験（案）を確認し
ます。

• ロードレースのための町づくりではなく、町づく
りのためのロードレースとして取り組むべき

• 行政の支援、警察の同意が必要。また、住民の合
意、住民中心の組織作りが必要

• レース種類設定、ルート上の安全対策、実施時期
など具体化が必要

■　ロードレース等イベント開催

■　まちづくり、自転車利用促進

（2月開催予定）

（3月開催予定）

★滞在型のレースを設ける
★管理運営団体を早急に立ち上げる
★冬でも可能なイベントを設ける

　第３回検討会における意見

★合併のメニュー（将来ビジョン）にも
組み込む

★自転車だけの日を設ける
★自転車についての教育の場を設ける

• 自転車広めるための下地づくりが必要。たとえ
ば、自転車の練習場など自転車に親しめる場の
整備や、自転車を意識した安全教育、教材、ル
ール・マナーづくりなど

• 雪山を活用したマウンテンバイク等、冬も自転
車を楽しめる環境作りが必要

• 以下の点に考慮し観光ルートを確定すべき
•ルート沿いに休憩場所の設置
•実現可能な箇所から進めていく、あるい
は施策の展開に応じて順次整備していく、
という積み重ねが必要

• 自動車による来訪者に自転車散策の便利さをア
ピールすべき

• サイクリングマップ情報内容など具体化が必要

• 開催にあたっては宿泊施設確保等の課題がある
• 既存道路をロードレースコースとして認識させ
る方策の検討が必要（舗装の着色など）

• 子供が自転車に関心を持てば親も関心を持つこ
とからロードレース等の施策の展開が可能にな
るのではないか

• ファミリー対象レースの方が地域に根付くので
はないか

• ラベンダー園におけるマウンテンバイクコース
設定、自転車競技場の開放など検討すべき

• 合併協議会へ検討会の議論の結果を提案するのが
望ましい

• 日常生活上の自転車利用については、自転車を優
先するような仕組みが必要

• ３町村で自転車の日を制定するという視点も必要
• 自動車と自転車の使い分けの適正化が必要
• 自転車レーンの整備が必要
• 道路愛護の観点も必要

検討会の開催状況


